
組合員数
2026年7月の

943280

2026年7月に
組合員の利用によってたまったのは

互恵のためのアジア民衆基金

595,690円
2009年4月からの累計は117,713,031円

（7/20現在）
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耶馬渓ファーム開場式

　 産直グリーンコープミルク

ノンホモが誕生します

4・5
共生・平和長崎自転車隊

自転車隊内部学習会

2027カーボンニュートラルvol.20

気候正義弁護団代表

島昭宏さん講演会

子どもケミネット

年次総会記念講演会

「マイクロ・ナノプラスチックの危険性」
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グリーンコープのイチオシ！

産直豚肉

　

７
月
28
日
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７

の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
10
年
前
、
二
度
の
震
度
７
の
地
震

に
襲
わ
れ
た
熊
本
県
は
、
ま
た
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
八
代
市
や
宇
城
市
、
氷
川
町
な
ど
を
中
心
に
、
甚
大
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

の
ご
遺
族
に
は
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
地
震
発
生
後
、
直
ち
に
被
災
地
に
駆
け

つ
け
、
支
援
活
動
を
開
始
。
必
要
な
物
資
を
避
難
所
に
届
け
、

炊
き
出
し
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
支
援
の
経
験
を
も

と
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「令和８年熊本地震」で被災された
皆さまに心よりお見舞い申し上げます
「令和８年熊本地震」で被災された
皆さまに心よりお見舞い申し上げます

令和８年熊本地震災害支援募金

いつでも何口でも申し込めます

共同購入申込書の申込番号の数量欄
に口数を記入してください。
※【例】 申込番号 ０１８ の数量欄に「２」と
記入された場合は、４００円のカンパとして
受け付けさせていただきます。

申込番号

０１８

一口

２００円

申込番号

０１9

一口

5００円

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協

く
ま
も
と
や
取
引
メ
ー
カ
ー

生
産
者
も
被
災

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く

ま
も
と
で
も
、
支
部
の
建
物

の
一
部
が
破
損
す
る
な
ど
の

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
発
災

後
、
県
南
セ
ン
タ
ー
と
松
橋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ワ
ー
カ
ー

や
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
被
災

す
る
中
、
組
合
員
に
商
品
を

届
け
よ
う
と
配
達
に
向
か
い

ま
し
た
。
ま
た
、
社
福
熊
本

の
震
源
地
に
近
い
11
の
在
宅

支
援
事
業
所
も
、
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
地
震
は
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
生
産
者
や
取
引

メ
ー
カ
ー
に
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
生
産

者
の
中
に
は
、
自
宅
が
半
壊

し
て
避
難
生
活
を
お
く
っ
て

い
る
方
も
い
ま
す
。
取
引
メ

ー
カ
ー
の
中
に
は
、
工
場
建

物
や
設
備
の
破
損
、
停
電
な

ど
に
よ
り
、
製
造
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
み
ん
な
で

被
災
地
を
支
え
て
い
く

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震

の
際
に
設
置
し
た
熊
本
地
震

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
災
害
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
、
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
会
員
生
協
か

ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
ス
タ

現
地
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら

迅
速
に
支
援
を
開
始

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」

発
生
翌
日
の
７
月
29
日
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
水
１
２

０
０
本
と
タ
オ
ル
１
０
０
０

枚
を
支
援
用
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
、
支
援
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
同
日
夕
方
に
は
、
水
や

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
店
舗
で

調
理
し
た
総
菜
や
お
に
ぎ
り

を
、
八
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
に
届
け
ま
し
た
。

翌
30
日
に
は
、
被
害
の
大

き
か
っ
た
氷
川
町
の
避
難
所

３
ヵ
所
へ
、
汗
拭
き
シ
ー
ト

や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
、
水
、

生
理
用
品
を
届
け
、
八
代
市

の
避
難
所
や
高
齢
者
施
設
、

被
災
し
た
生
産
者
の
も
と
に

も
、
食
料
な
ど
の
支
援
物
資

を
届
け
ま
し
た
。

ッ
フ
が
、
避
難
所
や
地
域
の

団
体
の
要
請
に
応
じ
て
物
資

を
届
け
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
直
接
地
域
を
回

っ
て
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
聞
き

取
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
炊
き
出
し
で
の
食
事
支
援

も
行
う
な
ど
、
被
災
さ
れ
た

方
々
が
少
し
で
も
元
気
に
な

る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
協
く
ま
も
と
の
組
合
員

事
務
局
も
、
弁
当
を
作
っ
て

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
支
援
ス

タ
ッ
フ
を
支
え
る
な
ど
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
一
丸
と
な
っ

て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
、
組
合
員
に
支
援
募
金
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
に
多
く
の
支
援
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
募
金
は

今
後
も
継
続
し
て
呼
び
か
け
、

支
援
活
動
や
復
旧
・
復
興
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。 氷川町の西福寺で炊き出しを行い、

３００食以上を提供しました。

組合員による炊き出しで食事を提供。

避難所などへ支援物資を届けました（写真は、八代小学校
や氷川中学校に物資を届けた時の様子）。

被害が大きかった産直生産者「やまびこ会」
生産者の自宅。片付けや屋根の修繕、瓦礫
の撤去を行いました。

猛暑が続く被災地へ冷蔵庫や冷凍ストッカー、アイス
などの冷たい食べものを届けています。

産直たまごの生産者「庄村養鶏場」の鶏舎では建物
が被害を受け、母鶏を移動する対応に追われました。

ご協力をお願いします

令
和
８
年
熊
本
地
震
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
ま
し
た

電
話
と
メ
ー
ル
で
必
要
な
物
資
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話 

０
８
０
‐
１
７
６
１
‐
４
３
５
９

saigai-shien@
greencoop.or.jp

社会福祉法人グリーンコープ熊本県本部（以下、
社福熊本）のワーカーは自身が被災しながらも、
地域の人々に向けて炊き出しを行いました。
280人もの方が訪れました。

グリーンコープ令和８年熊本地震　 検 索

グリーンコープの災害支援を
お知らせしています。

Instagramホームぺージ

（1）  第 515 号  （2026 年 9月 1日） 共 生 の 時 代

■発行：一般社団法人グリーンコープ共同体理事会
■編集：共生の時代・編集部　
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みどりの地球を
みどりのままで
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耶馬渓ファームは、牛にも、人にも、環境にも優しい酪農場です

共生・循環酪農プロジェクト　　 耶馬渓ファーム開場式

日本の酪農の明るい未来に向けて耶馬渓ファームが始動
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
食
べ
も
の
運
動
の
象
徴
で
あ

る
「
産
直
び
ん
牛
乳
」
を
自
分
た
ち
の
手
で
生
み
出
す

共
生
・
循
環
酪
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
７
月
１
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
で
あ
る
９
０
０
頭

規
模
の
酪
農
場
「
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
」
が
大
分
県
中
津

市
に
開
場
し
ま
し
た
。

　
開
場
式
と
当
日
行
わ
れ
た
施
設
見
学
の
様
子
、
乳
牛

が
導
入
さ
れ
て
搾
乳
が
始
ま
っ
た
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
の

今
の
様
子
を
伝
え
ま
す
。

多
く
の
人
の
夢
が
詰
ま
っ
た

酪
農
場
が
開
場

耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
の
開
場

式
に
は
、
組
合
員
を
は
じ
め

関
係
者
と
、
中
津
市
長
や
地

域
の
方
々
を
含
め
て
約
2
5
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
デ

ィ
ア
の
関
心
も
高
く
、
大
分

の
全
テ
レ
ビ
局
と
福
岡
の
テ

レ
ビ
局
、
新
聞
各
社
の
取
材

が
あ
り
ま
し
た
。

㈱
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
代
表

取
締
役
社
長
の
脇
坂
伸
彦
さ

ん
は
、「
様
々
な
農
業
の
経
験

と
専
門
家
の
知
見
を
交
え
、

耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
を
つ
く
っ

て
き
ま
し
た
。
牛
た
ち
が
健

康
で
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境

と
、
社
員
が
安
心
し
て
安
全

に
働
け
る
職
場
で
あ
る
こ
と

が
、
皆
さ
ま
に
安
定
し
て
安

心
・
安
全
な
生
乳
を
届
け
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
域
と
共
に
歩
み
、

次
の
世
代
に
酪
農
を
つ
な
ぐ

拠
点
と
し
て
、
社
員
一
丸
と

な
っ
て
酪
農
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
共
同
体
代
表
理
事
の
日
高

容
子
さ
ん
が
、「
自
然
豊
か
な

耶
馬
溪
で
育
ま
れ
た
生
乳
で

作
っ
た
牛
乳
が
届
く
こ
と
を
、

と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

酪
農
家
の
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
多

く
の
組
合
員
に

飲
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
利
用
を
増
や
す
取
り

組
み
を
力
強
く
進
め
て
い
き

ま
す
」
と
、
い
よ
い
よ
登
場

す
る
産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

ミ
ル
ク
へ
の
期
待
を
伝
え
ま

し
た
。

中
津
市
長
の
奥
塚
正
典
さ

ん
が
、「
耶
馬
溪
は
、
戦
後
入

植
し
た
人
々
が
厳
し
い
自
然

環
境
と
向
き
合
い
汗
を
流
し

な
が
ら
開
拓
し
て
つ
く
り
上

げ
た
、
大
分
県
で
も
有
数
の

酪
農
地
帯
で
す
。
酪
農
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
変
厳
し
い

昨
今
、
最
新
鋭
の
設
備
を
備

え
た
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
の
開

場
は
、
新
た
な
希
望
で
す
。

昨
年
開
業
し
た
び
ん
牛
乳
工

場
㈱
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル

ク
と
共
に
雇
用
を
生
み
出
し
、

地
域
振
興
と
地
域
経
済
の
発

展
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

生
産
者
と
共
に
取
り
組
み

酪
農
業
の
課
題
を
解
決

酪
農
場
建
設
に
向
け
て
５

生乳が17トン入るバルククーラー（冷
却保存タンク）。自動洗浄で常に清潔です。

子牛の世話を頑張りた
いと話す耶馬渓ファー
ムの社員

堆肥２次発酵槽。臭いのない完熟堆肥を
作る設備。

施設見学

成牛舎。牛1頭あたり8㎡の広々空間。

左から、耶馬溪酪農組合 組合長 伊原忍さん、グリーンコープ共同体 代表理事 日高
容子さん、㈱耶馬渓ファーム 代表取締役社長 脇坂伸彦さん、下郷農業協同組合 理
事組合長 玉麻農夫男さん

搾乳した生乳はプレートクーラー
（冷却器）に通し、一気に６℃に冷
やします。

保護パイプがあり、牛に蹴られ
る危険がなく、働く人の安全を
確保しています。

堆肥を敷いた牛床はふかふかです。牛舎は
清潔でサシバエの発生を抑え、牛のストレ
スを軽減します。

よどんだ空気が苦手な牛のために、常に澄
んだ空気を取り込む設計にしています。

牛舎の屋根には、熱がこもりにくい特殊加
工を施し、夏も快適に過ごせます。

耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
の
全
容
は「
共
生
の
時
代
」12
月
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。お
楽
し
み
に
！

快適な牛舎最新設備の搾乳棟

わ
た

した
ちのびん牛

乳

�����

�����������
����

since 2025

年
前
に
開
始
し
た
話
し
合
い

で
は
、
三
つ
の
大
き
な
課
題

（
堆
肥
の
処
理
・
活
用
、
飼

料
の
生
産
・
確
保
、
働
き
手

の
確
保
）
の
解
決
な
く
し
て

は
、
持
続
可
能
な
酪
農
経
営

は
成
り
立
た
な
い
と
し
て
、

検
討
を
重
ね
、
循
環
型
酪
農

の
形
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
働
き
手
と
し
て
、

耶
馬
溪
酪
農
組
合
か
ら
経
験

者
を
迎
え
、
正
社
員
の
新
規

採
用
、
酪
農
を
国
策
と
し
て

推
進
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
か
ら
の
技
能
実
習
生
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
職
員
が

集
ま
り
ま
し
た
。
社
員
は
、

耶
馬
溪
酪
農
組
合
の
牧
場
で

経
験
を
積
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が

夢
や
希
望
を
も
っ
て
耶
馬
渓

フ
ァ
ー
ム
で
活
躍
し
ま
す
。

組
合
員
を
は
じ
め
多
く
の

人
の
夢
と
期
待
を
の
せ
て
、

日
本
の
酪
農
の
明
る
い
未
来

に
向
け
、
い
よ
い
よ
耶
馬
渓

フ
ァ
ー
ム
は
動
き
出
し
ま
し

た
。

参加者は各施設を見学し、説明を受
けました。牛たちの健康と働く人た
ちの安全、環境への配慮が随所に施
された酪農場であることを実感しま
した。

７月10日、初妊牛（初めての出産を控える牛）28頭導入。
７月15日、搾乳牛（現在搾乳を行っている牛）88頭導入。
 搾乳を開始。

パラレルパーラー方式を導入し、
15分ほどで効率よく一度に40頭
の搾乳ができます。

※

※牛を並列にして搾乳するシステム。

 （2026 年 9月 1日）  第 515 号  （2）共 生 の 時 代



申し込みの方全員に、１本無料でプ
レゼント！
新しい　産直グリーンコープミル
ク ノンホモのおいしさを実感して、
ぜひ牛乳の予約をしてください。

　
い
よ
い
よ
、耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
の
生
乳
を
原
料

と
す
る
牛
乳
の
製
造
が
始
ま
り
ま
す
。私
た
ち
が

心
待
ち
に
し
て
い
た
、　
産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

ミ
ル
ク 

ノ
ン
ホ
モ
が
、つ
い
に
誕
生
で
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
び
ん
の
牛
乳

を
飲
ま
せ
た
い
」。そ
ん
な
私
た
ち
の
望
み
を
叶

え
た
牛
乳
の
誕
生
を
祝
い
、そ
の
お
い
し
さ
を
多

く
の
組
合
員
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、お
試
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　
産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク
誕
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

私
た
ち
の
望
み
を

す
べ
て
叶
え
た
牛
乳
が

つ
い
に
誕
生

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

「
生
乳
に
近
い
、
ほ
ん
も
の

の
牛
乳
が
飲
み
た
い
」
と
い

う
組
合
員
の
願
い
を
一
つ
ず

つ
実
現
す
る
こ
と
で
、「
産
直

び
ん
牛
乳
」
と
い
う
理
想
の

牛
乳
を
誕
生
さ
せ
、
20
年
以

上
大
切
に
飲
み
続
け
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
４

年
12
月
に
び
ん
メ
ー
カ
ー
と

牛
乳
製
造
工
場
、
生
乳
生
産

者
と
の
取
引
が
終
了
し
、
産

直
び
ん
牛
乳
の
供
給
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
産

直
の
び
ん
牛
乳
を
こ
れ
か
ら

も
飲
み
続
け
た
い
」
と
い
う

組
合
員
の
望
み
を
叶
え
る
た

め
に
、
び
ん
牛
乳
工
場
、
飼

料
を
製
造
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
と
、
下
郷
農
協
の
酪
農

家
た
ち
と
酪
農
場
を
つ
く
る

こ
と
を
決
断
。
耶
馬
渓
フ
ァ

ー
ム
の
開
場
に
よ
っ
て
、
つ

い
に
私
た
ち
の
望
み
を
す
べ

て
叶
え
た
牛
乳
「
産
直
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク
」
の
製

造
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

ミ
ル
ク 

ノ
ン
ホ
モ
の

製
造
開
始

　
　

産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

ミ
ル
ク 

ノ
ン
ホ
モ
は
９
月
か

ら
数
量
限
定
で
製
造
で
き
る

　理事となり早10年。様々な学習会に参加しまし
た。民衆交易、せっけん、食べもの、農薬、遺伝子
組み換え。理事生活後半は福祉委員会や組織委
員会に所属し、深く学ぶ機会にも恵まれました。
福祉政策、子どもの貧困、香害、託送料金、原発廃
炉、戦争、PFAS、地球温暖化、日本の農業が抱え
る問題。
　学習会で得た驚きは話さずにはいられない。聞
かされる子どもからは変人扱いされる日々。そん
な子どもも今では大学生。「社会を変える力を持
つ大学に入れたのだから、色々勉強してみるわ」
と言って巣立っていきました。
　私が今一番関心を持っているのはナノプラス
チック問題。細胞膜をすり抜けて、ヒトの力では
排出できない小さな小さなプラスチックをどうし
ていけばいいのやら。これからも学びは続きます。

安場 美須寿

グリーンコープ生協おかやま
理事長

全員に１本、無料でプレゼント！
新しい　産直グリーンコープミル
ク ノンホモのおいしさをいち早く
実感してください。
（申し込みは不要です。）

無料プレゼントは順
次お届けしていきます。
詳しくは、カタログ
GREEN26号別紙チ
ラシ（8月31日週配
布）をご覧ください。

ゴクゴク
飲みたい！
もう１杯
飲みたい！

ノンホモ
おいしさのヒミツ

パスチャライズ殺菌
（７２℃１５秒）

人体に有害な菌は死滅させつ
つ、熱に弱い水溶性カルシウム
やタンパク質の変性を抑えてい
ます。甘みとコクがありなが
ら、後味スッキリ。

生乳本来の風味と栄養をキープ

耶馬渓ファームの生乳
（耶馬溪酪農組合を含む）

耶馬渓ファームの母牛の飼料は、国産比率
70％以上。遺伝子組み換え作物の混入を防
ぐ分別生産流通管理をした良質な飼料です。

飼料が明らか

耶馬渓ファームから工場のグリーンコープ
ミルクまでは、車で１０分程の距離。移動
時の衝撃が少ないため、生乳の風味を損な
いません。

搾りたての風味豊かな生乳を
新鮮なうちに

ＢＭＷ技術を活用した、清潔な牛舎で、スト
レスなく健康に育った母牛の生乳です。

健康な母牛から搾る
品質のよい生乳
※クリームライン

が浮かぶ
ノンホモ製法

脂肪球を砕く「ホモゲナイズ」を
していないから、静置すると天
然の生クリーム層ができます。
軽く振って飲んでください。
生乳のおいしさをダイレクトに
味わえます。

クリームラインは
　　　生乳に近いしるし

組合員がデザインした
リユースびん

冷蔵庫内のにおい移りを防いで、最後までおいしい！
においを通さず鮮度を守るびん

飲み終わったびんは、洗って返してまた牛乳びんへ。
カーボンニュートラルに貢献

※Ｂ（バクテリア）、Ｍ（ミネラル）、Ｗ（ウォーター）の頭文
字に由来する。自然界のメカニズムを応用し、土壌や水を
活性化させて自然循環型の農業などを行う技術。

　 産直グリーンコープ
ミルク ノンホモ

一頭一頭大切に育てた母牛のお乳

ネグロス台風被害・復興支援募金
カタログＧＲＥＥＮ５１号、５２号で受け付けた

ご協力ありがとうございました

支援金は、グリーンコープが責任を持って、関係団体と一緒に支援・
復旧活動に役立てていきます。

１，９０７，０００円組合員から
寄せられた
支援金

　産直グリーンコープミルク

　びん牛乳ノンホモを
予約利用中の方

　びん牛乳ノンホモを
予約していない方

い
よ
い
よ「
　
産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク

ノ
ン
ホ
モ
」が
誕
生
し
ま
す
！

あ
な
た
に
、飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
秋
か
ら
、順
次
、サ
ン
プ
ル
1
本
、

お
届
け
し
ま
す
。

驚
き
の
味
わ
い
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

産直グリーンコープミルク 誕生キャンペーン

よ
う
に
な
り
ま
す
。
乳
牛
の

導
入
が
順
調
に
い
け
ば
、
２

０
２
７
年
１
月
に
は
現
在
の

　

び
ん
牛
乳
ノ
ン
ホ
モ
に
代

わ
り　

産
直
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
ミ
ル
ク 

ノ
ン
ホ
モ
を
お
届

け
で
き
ま
す
。
２
０
２
７
年

10
月
頃
に
は
、　

産
直
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク 

パ
ス
チ

ャ
ラ
イ
ズ
、　

産
直
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク 

カ
フ
ェ
ミ

ル
ク
も
登
場
す
る
予
定
で
す
。

　

す
べ
て
の
牛
乳
が
産
直
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク
へ
と

切
り
替
わ
る
こ
ろ
に
は
、
現

在
の
年
間
５
０
０
万
本
利
用

を
、
７
０
０
万
本
に
な
る
よ

う
に
、
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。
こ
の
牛
乳
事
業

は
年
間
７
０
０
万
本
の
利
用

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人

で
も
多
く
の
組
合
員
が
１
本

で
も
多
く
利
用
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
無
料
サ
ン
プ
ル
で

そ
の
お
い
し
さ
を
実
感
し
ま

し
ょ
う
。

（3）  第 515 号  （2026 年 9 月 1 日） 共 生 の 時 代



原発のない未来をつくろう

組合員の出資金で原発フリーの電気をつくります

（一社）グリーンコープでんき

グリーンコープ・グリーン電力出資金
　10,603人  1,087,021,000円 （2026年7月27日現在）

ひろがれ!私たちの発電所
2026年6月の売電量

神在太陽光発電所
88,750kWh

定格出力1,057ｋＷｈ（309世帯相当）

4,301kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

4,071kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

4,906kWh
定格出力54ｋＷｈ（16世帯相当）

21,387kWh
定格出力376ｋＷｈ（110世帯相当）

125,938kWh
定格出力1,260ｋＷｈ（368世帯相当）

105,683kWh
定格出力1,550ｋＷｈ（453世帯相当）

39,067kWh
定格出力795ｋＷｈ（232世帯相当）

平池水上太陽光発電所

深年太陽光発電所

※オンサイトＰＰＡ太陽光発電所

若宮物流センター太陽光発電所

広島物流センター太陽光発電所

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所

グリーン未来ソーラー

※グリーンコープ関連の事業所屋根上に設置した太陽光発電設備で発電した電気を、送配電
網を通さずに直接その施設で利用しています。

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」
という願いを、私たちの力で実現させましょう。

No.217

自然エネルギーでつくる豊かな社会
～子どもの寝顔から紡ぐ未来～

グリーンコープ共同体組織委員会

子どもの寝顔を見ながら、この子たちのために何が
できるか考える。私の原動力はそこにある。願うのは
「生命（いのち）と共存する自然エネルギー主導の社
会」だ。それを保障する最大の安心は原発がないこと
だろう。事故のリスクや行き場のない放射性廃棄物が
増える心配もない。地域ごとに適したエネルギー（電
力）を生み出して消費する仕組みが広がれば、災害や
エネルギー危機への備えになり、地域間の支え合いも
生まれる。
風や太陽、水など自然の恵みを活かして、共に生き

る知恵を育てること。それこそが持続可能で豊かな社
会への歩みだ。私たちにできることは、グリーンコープ
でんきのような再生可能エネルギーを選ぶこと。そして
子どもと一緒に仕組みを学び、未来を自分たちの手で
つくる感覚を持つことだ。
小さな選択の積み重ねが生命（いのち）の循環を守

り、安心な環境を形づくっていく。まずは身近な人と、
エネルギーについて話すことから始めてみよう。

　

２
０
２
６
年
度
「
共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊
」
の
取
り
組
み
を
前
に
、

共
同
体
組
織
委
員
会
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
発
祥
の
地
で
あ
る
「
無
名
舎
こ

ど
も
の
家
」（
以
下
、無
名
舎
）を
訪
問
し
、グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
歴
史
を
学
び
、

「
平
和
」
と
「
不
戦
」
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
要
旨
と
、
無
名
舎
発
足
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
武
田
孝
子

さ
ん
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

※

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
初
代
会
長
の
故 

武
田
桂
二
郎
さ
ん
が
自
宅
を
開
放
し
て
１
９

７
２
年
に
開
設
し
た
託
児
所
（
当
時
は
「
柳
下
村
塾
託
児
所
」）。

　
今
年
日
本
は
戦
後
81
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
世
界
で
は
今
も
戦
禍

が
絶
え
ず
、
多
く
の
人
々
が
傷
つ

き
、
生
命
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
生
命
」

を
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
、
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

毎
年「
共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊
」

（
以
下
、
自
転
車
隊
）
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
気
候

変
動
に
よ
る
猛
暑
が
続
き
、
自
転

車
の
走
行
距
離
や
ル
ー
ト
を
見
直

し
な
が
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
参
加
者
は

た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
て
、
二

日
間
に
わ
た
る
長
崎
ま
で
の
道
の

り
を
全
員
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

参
加
者

　
自
転
車
隊　
１
〜
５
班　
29
人

　
銀
輪
隊　
　
１
〜
５
班　
25
人

私たちは戦争はいやだ、世界中の戦争をやめてほしい
と願っています。でも世の中には、武器をたくさん売っ
てお金儲けをしようという人、よその国の土地や資源を
奪って自分の国を強くしようという人もいます。強い武器
を作ったり、基地を広げる予算を増やしたり、政府のや
り方や戦争に反対する人を監視する法律を作ろうとか、
憲法を作り変えようという話がどんどん進められていま
す。
戦争は人と人が殺し合い、勝っても負けても大変な被
害だけが残ります。私たちは、戦争はしない、戦争はや
めようと強く言いたいと思います。今日から二日間、長
崎の原爆や戦争で命を奪われた人たち、今もウクライナ
やガザやイランへの爆撃で亡くなっている子どもたちやお
父さんお母さんたちの冥福を祈り、これから若いあなた
たちが戦争で命を奪われることが無いように、おいしい
ご飯を食べて、勉強して、友達と遊んで、安心して眠れ
るように、不戦をアピールしながら、暑さもきつさも受
け止めながら、長崎までみんなで一緒に走りましょう。

８月９日、爆心地
公園で、参加者全
員で黙とうを捧げ
ました。
走行した子どもた
ちからの、平和へ
のアピールを紹介
します（一部抜粋）。

共生・平和長崎自転車隊とは
　長崎に原爆が投下された日に合わせ、毎年
８月８日～９日に、福岡県の柳川市から長崎
市の爆心地公園を目指して「不戦」のゼッケ
ンを背に自転車で走行します。爆心地公園で
は「平和のつどい」を開催し、原爆投下時刻
の11時２分に参加者全員で黙とうを捧げま
す。
　走る人、応援する人、支える人など、多くの
人が関わる、グリーンコープの根幹となる平
和の取り組みです。

自転車隊
小学生から大人までの組合員とその家族。約
９㎞～39㎞を走る。
銀輪隊
中学生を中心とした組合員の子ども。約67㎞
を走る。

　　 未来へつなぐ「不戦」の誓い
「平和」への祈りを胸に長崎へ

第37回
共生・平和自転車隊　第32回共

生・平和
銀輪
隊グリーンコープ共生・平和長崎

自転車
隊

共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊
内
部
学
習
会

戦
争
の
記
憶
と
平
和

講
師　
東
原 

晃
一郎
さ
ん

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体 

顧
問

な
ぜ
自
転
車
な
の
か

人
間
は
、
生
き
も
の
の
中
で
大
脳

を
一
番
大
き
く
発
達
さ
せ
て
、
今
日

の
社
会
と
世
界
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
大
脳
は
知
を
司
る
部
分
で
、
物

や
事
、
文
化
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
原
発
や
核
兵
器
、
武
器
を

つ
く
り
、
戦
争
を
起
こ
す
と
い
う
判

断
を
し
ま
す
。
大
脳
だ
け
で
考
え
る

こ
と
は
、
武
器
を
つ
く
っ
た
り
戦
争

を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
脳

が
根
元
で
あ
る
身
体
と
ち
ぐ
は
ぐ
に

な
っ
て
、
生
き
も
の
の
身
体
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

脳
と
身
体
を
つ
な
い
で
い
る
の
が

脳
幹
で
す
。
つ
ま
り
脳
幹
は
、
心
と

身
体
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
す
。
自

転
車
に
乗
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
す

る
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
足
を
地
面

に
つ
け
て
止
ま
る
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
脳
幹
が
指
示
を
出
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
武
田
桂
二
郎
さ
ん
が
無
名
舎

で
自
転
車
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
脳

（
心
）
と
身
体
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
子
ど
も
た

ち
の
脳
幹
に
刺
激
を
与
え
て
、
よ
く

働
く
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

自
転
車
隊
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

み
ん
な
の
取
り
組
み
に

１
９
８
４
年
に
、
武
田
桂
二
郎
さ

ん
が
無
名
舎
の
子
ど
も
た
ち
や
親
に

呼
び
か
け
て
、
自
転
車
隊
の
最
初
の

形
で
あ
る
ボ
ン
・
フ
ァ
イ
ヤ
・
ア

ピ
ー
ル（
不
戦
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）が
始

ま
り
ま
し
た
。「
不
戦
」
と
書
い
た
厚

紙
を
肩
に
か
け
、
11
人
が
参
加
し
て

２
泊
３
日
の
自
転
車
の
旅
に
出
か
け

ま
し
た
。
以
降
毎
年
、
盆
と
正
月
に

熊
本
・
福
岡
・
佐
賀
ま
で
走
り
、
第

７
回
ま
で
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合

が
誕
生
し
た
１
９
８
８
年
、
み
ん
な

で
長
崎
に
行
こ
う
、
平
和
集
会
を
し

よ
う
と
、「
第
１
回
長
崎
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」
と
い
う
形
で
「
共
生
・
平
和
長

崎
自
転
車
隊
」
が
始
ま
り
、
現
在
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て

「
平
和
」
と
「
共
生
」
を
考
え
る

「
平
和
」
と
は
、
争
い
や
戦
争
が

な
い
こ
と
、「
共
生
」
は
そ
こ
に
向
か

う
人
間
の
営
み
、
手
続
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
人
間
と
戦
争
は
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ
か
ら
仕
方

な
い
と
高
い
と
こ
ろ
か
ら
も
の
を
見

る
よ
う
な
言
い
方
や
、
あ
き
ら
め
の

心
を
私
た
ち
の
中
か
ら
な
く
し
、
戦

争
が
起
き
る
原
因
を
な
く
す
責
任
と

努
力
は
可
能
で
す
。
そ
れ
で
も
争
い

や
戦
争
が
あ
っ
た
時
、
自
分
を
守
る

こ
と（
正
当
防
衛
）は
正
し
い
と
認
め

ま
す
。
け
れ
ど
同
時
に
、
戦
う
自
分

を
否
定
し
、
争
い
や
戦
争
が
起
こ
っ

た
条
件
を
ど
う
や
っ
て
な
く
せ
る
か

を
考
え
つ
づ
け
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
は
「
四
つ
の

共
生
」
と
い
う
基
本
理
念
が
あ
り
ま

す
。「
自
然
と
人
」「
人
と
人
」「
女
と

男
」「
南
と
北
」
の
う
ち
、
三
つ
は
生

む
も
の
と
生
ま
れ
た
も
の
と
の
関
係

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
自
然
か
ら
生

ま
れ
た
人
、
女
か
ら
生
ま
れ
た
男

（
生
ま
れ
る
前
は
す
べ
て
メ
ス
だ
っ

た
）、
南
か
ら
生
ま
れ
た
北（
ア
フ
リ

カ
で
生
ま
れ
た
人
類
が
世
界
中
に
広

が
っ
た
）。
し
か
し
歴
史
の
大
半
は
、

常
に
生
ま
れ
た
も
の
が
生
ん
だ
も
の

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
や
っ
て
地
球
や
人
類
を
滅
ぼ
す
方

向
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、「
共
生
」、

生
ま
れ
た
も
の
が
生
ん
だ
も
の
を
な

い
が
し
ろ
に
し
な
い
こ
と
を
考
え
て

い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
世
界
で
生
じ
て
い
る
戦
火

が
熄
む
た
め
に
は
、
取
り
引
き
で
は

な
く
、「
共
生
」
と
い
う
関
係
の
し
か

た
に
基
づ
く
真
の
解
決
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

武
田 

孝
子
さ
ん

「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
」
の
託
児
所
、
柳
下
村
塾
託
児

所（
現
在
の
無
名
舎
）を
故 

武
田
桂
二
郎
さ
ん
と
共
に
設
立
し
た
。

私
の
青
春
は
、
戦
争
の
た
め
に
何

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
ま
れ
た

頃
に
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
そ
の
後

日
中
戦
争
、
小
学
校
に
入
る
こ
ろ
に

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小

学
校
時
代
は
敵
を
殺
す
練
習
を
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
20
歳
ま
で
は
、
ま
と

も
な
暮
ら
し
が
で
き
な
か
っ
た
と
憶

え
て
い
ま
す
。

今
97
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
こ
ん
な
に
年
を
取
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

学
校
が
終
わ
る
と
無
名
舎
に
や
っ
て

く
る
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
姿

を
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
最
大
の
最
高

の
幸
せ
で
す
。
子
ど
も
が
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
い
の
ち
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
全
部
使
っ
て
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
の
い
の
ち
と
共
に
私
の
い

の
ち
が
あ
る
、そ
う
い
う
気
が
し
ま
す
。

陽の光が差し込み明るい無名舎
の保育室。学校帰りの子どもたち
が自由に過ごす中、話を聞きまし
た。

い
の
ち

※

長崎へ向けて（一部抜粋）

平和のつどい

や

2026年7月に279品目の検査をしました（一部7月以
前の測定分を含む）。すべて検出限界値未満でした。

最新の放射能検査結果は、ホームページ「放射能検査
の取り組み」でご覧ください。
https://www.greencoop.or.jp/radiation/

残留放射能検査結果　184

自転車隊代表
小学６年
菊地 果歩さん

故郷の山は緑を育み、川は静かに流れ、季節
はめぐり、新しい命をつないでいます。その
姿は、「平和をあきらめない」という大きな願い
を、私たちに語りかけてくれているようです。
やさしい言葉をかけること、相手を思いやる
こと、命の大切さを伝えることが、いつか大
きな希望の花を咲かせると信じて、平和の種
をまき続けます。

当時、私は伊良林小学校（旧伊良林国民学校）
の５年生で、爆心地から約３.６㎞の自宅で被爆
しました。学校は救護所になり、1290人の人が
搬送されてきました。しかし、薬も手当もなく多
くの人が亡くなり、グラウンドは、「死体焼却場」
と化しました。敗戦を知った時、私は「負けてよ
かった」と思いました。これで空襲を恐れず安心
して眠ることができると思ったからです。
平和とは、当たり前の生活ができることです。
そして一番大切なものは命です。今日私が皆さん
一人ひとりに預けた「平和という花の種」を、今
度は皆さんが広めていってください。

自転車隊代表
小学５年
大隈 恵香さん

三瀬 清一朗さん

テレビで見た　小さな子どもの涙をためた瞳
「平和を守って」とうったえているようだった
平和を守るために　私たちができることって
何だろう
まずは　一人でも多くの人が　戦争は絶対に
してはいけないと強く思うことだ
そしてみんなが　自分と周りの人たちを大切
にしたら　きっと平和な世界に近づくはずだ

銀輪隊代表
中学３年
山口 英大さん

現在も世界で戦争が起こっていて、たくさん
の人が苦しんでいます。私たちがすぐに戦争
を止めることはできません。しかし、一日で
も早く戦争が終わるように、平和の大切さを
伝え続けることはできます。この活動も平和
だからこそこうして仲間と安心して走ること
ができました。これからも平和の大切さを考
え伝え続けていきたいです。

一般社団法人　無名舎こどもの家
代表理事　加藤 裕子さん

主催：共同体組織委員会「平和な世界」

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

共
生
・
平
和
と
い
う
こ
と

１日目の夜
被爆体験者の講話を
聴きました

暑い中、「不戦」のゼッケンを背に隊列を組んで進む自転車隊。自転車隊の頑張る姿に、応援の声にも力が入ります。
８日早朝、たくさんの応援の声に見送られ、
福岡県柳川市を出発。

肥前鹿島駅前では、グリーンコープ生
協さがの組合員が、給水の準備をして
参加者を迎えました。

一番の難所「日見峠」。力強くペダルを踏んでゴールの
爆心地公園を目指します。

ベランダで手を振る全
校児童に見送られなが
ら、爆心地公園へ向か
いました。

長崎市立伊良林小学校は、爆心
地にほど近い場所にあり、原爆
投下後に救護所となっていた学
校です。自転車隊では、2016
年から児童との交流を続けてい
ます。今年も自転車隊と伊良林
小学校の代表が互いに平和への
思いを伝え合いました。

出発式挨拶

伊良林小学校との交流

 （2026 年 9月 1日）  第 515 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 515 号  （2026 年 9 月 1 日） 共 生 の 時 代

 



　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
深
刻
化
す
る
気
候
危
機
問

題
に
対
し
「
い
の
ち
・
自
然
・
く
ら
し
」
を
守
る
た
め
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
を
力
強
く
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
学
習
会
は
、
気

候
危
機
を
食
い
止
め
る
た
め
の
活
動
を
社
会
に
ど
う

広
げ
て
い
く
か
を
考
え
る
た
め
、
気
候
正
義
訴
訟
の

弁
護
団
代
表
で
あ
る
島
昭
宏
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
気
候
危
機
の
問
題
を
自
分
に
引
き
寄

せ
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

広
が
る
世
界
の
気
候
訴
訟

進
ま
な
い
日
本
の
現
状

２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定

で
は
、「
世
界
の
平
均
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
２
℃

未
満
（
努
力
目
標
１
．５
℃
）

に
抑
え
、
今
世
紀
後
半
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
を
す
べ
て
の

国
が
目
指
す
」
こ
と
が
採
択

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て

の
加
盟
国
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
削
減
目
標
と
、

そ
の
達
成
に
向
け
た
具
体
的

な
削
減
計
画
を
立
て
、
公
表

す
る
こ
と
が
決
定
。
さ
ら
に
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

多
い
先
進
国
が
、
よ
り
重
い

責
任
を
負
う
」
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
た
。
先
進
国
は
先
頭

に
立
っ
て
対
策
を
す
る
役
割

が
あ
る
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
大
半
を
先
進
国
が

占
め
て
お
り
、
温
暖
化
は
加

速
し
て
い
る
。

世
界
で
は
気
候
変
動
を
め

ぐ
り
、
国
を
相
手
に
し
た
市

民
訴
訟
が
広
が
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
や
韓
国
な
ど
の
憲
法

裁
判
所
が
あ
る
国
で
は
、「
国

の
不
十
分
な
気
候
変
動
対
策

は
、
市
民
の
人
権
侵
害
に
当

た
る
」
と
し
て
、
政
府
の
法

的
責
任
を
問
う
裁
判
で
市
民

側
が
勝
訴
し
て
い
る
。

一
方
日
本
で
は
、
国
際
社

会
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る

「
環
境
権
」
が
法
的
な
権
利

と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
法

律
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
訴
訟
提
起
ま
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
訴
訟
件

数
も
極
め
て
少
な
い
。

２
０
１
２
年
に
日
本
で
初

め
て
の
気
候
変
動
訴
訟
「
シ

ロ
ク
マ
訴
訟
」
が
起
こ
さ
れ
、

そ
の
後
４
つ
の
気
候
変
動
裁

判
が
提
訴
さ
れ
た
が
、
そ
の

う
ち
３
つ
は
原
告
側
が
敗
訴

し
て
お
り
、
未
だ
に
勝
訴
は

な
い
。
現
在
は
、
大
手
電
力

会
社
を
提
訴
し
た
「
若
者
気

候
訴
訟
」
と
、
国
を
提
訴
し

た
「
気
候
正
義
訴
訟
」
の
２

つ
が
係
争
中
で
あ
る
。

気
候
変
動
に
よ
る

理
不
尽
な
「
不
平
等
」

「
シ
ロ
ク
マ
訴
訟
」
の
当

事
者
と
し
て
参
加
し
た
ツ
バ

ル
の
人
々
は
、
Ｃ
Ｏ
２

を
ほ

と
ん
ど
排
出
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
温
暖
化
に

よ
る
海
面
上
昇
で
国
が
水
没

す
る
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
気
候
変
動
問
題
に
は
、

「
原
因
を
つ
く
っ
た
先
進
国

や
事
業
者
で
は
な
く
、
温
暖

化
に
責
任
の
な
い
地
域
が
最

も
深
刻
な
被
害
を
受
け
る
」

と
い
う
理
不
尽
な
「
不
平
等
」

が
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
若
者
世

代
に
、
深
刻
な
猛
暑
や
自
然

災
害
な
ど
大
き
な
影
響
を
与

え
、
世
代
別
の
「
不
平
等
」
を

も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

気
候
変
動
に
よ
る
「
不
平

等
」
を
正
し
、「
責
任
を
取
る

べ
き
人
間
が
責
任
を
取
る
」

と
い
う
理
念
が
「
気
候
正
義

（
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ジ
ャ
ス

テ
ィ
ス
）」。
こ
れ
を
訴
訟
名

に
据
え
、
私
た
ち
は
国
を
相

手
に
闘
お
う
と
し
て
い
る
。

世
界
水
準
に
届
か
な
い

日
本
の
削
減
ペ
ー
ス

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
で
は
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
目
標
を
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１

９
年
比
43
％
、
２
０
３
５
年

ま
で
に
60
％
、
２
０
４
０
年

ま
で
に
69
％
と
定
め
て
い
る
。

日
本
の
削
減
目
標
は
、
そ
れ

ぞ
れ
46
％
、
60
％
、
73
％
と

あ
り
、
一
見
削
減
目
標
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

実
は
２
０
１
３
年
比
の
数
字

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
年
は
、

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
り
国
内
す
べ
て

の
原
発
の
運
転
が
止
ま
っ
た

た
め
、
休
止
し
て
い
た
古
い

火
力
発
電
所
を
動
か
す
な
ど
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
最
も
多
い

年
だ
っ
た
。
２
０
１
９
年
比

に
換
算
す
る
と
、
実
は
39
％
、

52
％
、
67
％
に
し
か
な
ら
な

い
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
の
削

減
目
標
を
、
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

消
極
的
な
温
暖
化
対
策
は

違
法
で
あ
り
人
権
侵
害

「
気
候
正
義
訴
訟
」
に
は
、

２
つ
の
争
点
が
あ
る
。
１
つ

は
、
人
権
侵
害
を
招
い
た
こ

と
に
つ
い
て
国
に
過
失
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。

過
失
が
あ
る
と
い
う
た
め
に

は
、
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、

国
が
１
．５
℃
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
法
的
義
務
を
負

っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な

る
。
日
本
の
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
（
以
下
、「
温
対

法
」）
に
は
、
パ
リ
協
定
へ
の

合
意
や
温
暖
化
対
策
の
推
進

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
、
国
に
温
暖
化
対
策
を
講

じ
る
義
務
が
存
在
す
る
と
い

う
根
拠
の
一
つ
に
な
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
２
０
２
５
年

７
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
（
国
際
司
法

裁
判
所
）
が
発
表
し
た
「
気

候
変
動
に
関
す
る
国
家
の
義

務
に
つ
い
て
の
勧
告
的
意

見
」
で
は
、
各
国
が
１
．５
℃

目
標
に
向
け
て
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
削
減
し
、
気
候

シ
ス
テ
ム
を
保
護
す
る
こ
と

は
努
力
目
標
で
は
な
く
、
国

際
法
上
の
「
法
的
義
務
」
で

あ
る
と
明
言
さ
れ
た
。
こ
の

裁
判
の
た
め
に
出
さ
れ
た
よ

う
な
勧
告
的
意
見
と
い
え
る
。

も
う
１
つ
の
争
点
は
国
の

違
法
性
で
、
そ
こ
に
は
２
つ

の
柱
が
あ
る
。
１
点
目
は
、

行
政
計
画
で
あ
る
日
本
の
削

減
目
標
が
パ
リ
協
定
を
下
回

り
、
１
．５
℃
目
標
の
た
め

に
は
極
め
て
不
十
分
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
２
点
目
は
い

わ
ゆ
る
「
立
法
不
作
為
」
で
、

制
定
す
べ
き
法
律
を
国
会
が

つ
く
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
。

日
本
に
は
気
候
変
動
を
抑
制

す
る
た
め
の
法
律
が
温
対
法

し
か
な
い
。
し
か
し
、
温
対

法
は
あ
く
ま
で
枠
組
み
を
定

め
た
法
律
で
あ
り
、
実
効
性

の
あ
る
規
制
力
を
持
っ
て
い

な
い
。
規
制
や
基
準
が
な
い

状
態
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
実
質

的
な
削
減
は
不
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
２
点
に
お
い
て
、

国
が
適
切
な
対
策
を
講
じ
な

い
こ
と
で
被
害
は
深
刻
化
し
、

生
活
上
の
不
便
に
と
ど
ま
ら

ず
、
深
刻
な
「
人
権
侵
害
」

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い

え
る
。

気
候
変
動
に
よ
っ
て
、
生

命
・
健
康
に
つ
い
て
の
権
利

の
み
な
ら
ず
、
猛
暑
で
外
遊

び
が
で
き
な
い
な
ど
、
子
ど

も
の
成
長
発
達
権
も
現
に
脅

か
さ
れ
て
い
る
。
気
温
の
急

激
的
な
上
昇
は
、
第
一
次
産

業
な
ど
に
経
済
的
損
失
を
も

た
ら
し
、
営
業
の
自
由
（
炎

天
下
で
作
業
が
で
き
な
い
）

や
財
産
権
（
エ
ア
コ
ン
の
購

入
や
24
時
間
稼
働
な
ど
に
よ

る
出
費
）
を
も
侵
害
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

お
け
る
国
の
怠
慢
に
よ
り
、

重
要
な
人
権
の
一
つ
で
あ
る

「
平
穏
生
活
権
」
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
憲
法
第

13
条
と
第
25
条
か
ら
導
か
れ

る
「
人
格
権
」
を
構
成
す
る

権
利
で
、
そ
こ
に
は
気
候
変

動
に
よ
る
災
害
な
ど
に
生

命
・
身
体
・
財
産
を
脅
か
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た

気
候
の
下
で
平
穏
に
暮
ら
す

権
利
（
気
候
享
受
権
）
が
含

ま
れ
る
。
こ
の
現
状
か
ら
、

国
が
平
穏
生
活
権
を
侵
害
し

て
い
る
と
い
え
る
。

一
人
の
意
思
あ
る
行
動
が

社
会
を
動
か
す
原
動
力
に

こ
れ
ま
で
日
本
の
気
候
変

動
訴
訟
で
勝
訴
し
た
例
は
な

い
が
、
敗
訴
し
て
も
、
次
の

裁
判
に
活
か
せ
る
価
値
あ
る

判
断
を
引
き
出
す
こ
と
が
あ

る
。
判
例
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
、
次
の
裁
判
の
た
め
に

と
て
も
大
事
な
の
だ
。

「
気
候
正
義
訴
訟
」
に
原

告
と
し
て
参
加
し
た
り
、
裁

判
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
司

法
の
背
中
を
押
す
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と

り
の
主
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

こ
そ
が
、
気
候
危
機
の
深
刻

さ
を
も
っ
と
世
の
中
に
広
め
、

社
会
を
大
き
く
変
え
る
力
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
。
関
心

を
持
つ
人
を
増
や
し
、
社
会

に
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
っ

て
、
国
を
動
か
し
て
い
こ
う
。

社
会
参
加
と
し
て
の
気
候
正
義
訴
訟
と

そ
の
可
能
性

※

１　

パ
リ
で
開
か
れ
た
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
対
策
の
国
際
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
）
で
採
択
さ
れ
た
、
２
０

２
０
年
以
降
の
気
候
変
動
問
題
に

関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
。

※

２　

清
浄
で
健
康
的
か
つ
持
続
可

能
な
環
境
を
享
受
す
る
権
利
。

※

３　

２
０
１
１
年
、
温
暖
化
の
影

響
を
受
け
る
シ
ロ
ク
マ
や
ツ
バ
ル

の
人
々
を
含
む
申
立
人
ら
が
公
害

調
停
の
申
立
て
を
し
、
そ
れ
が
却

下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖

化
が
公
害
に
当
た
る
か
を
争
っ
た

裁
判
。

※

４　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
。
気
候
変
動
に
関
す
る
最

新
の
知
見
を
と
り
ま
と
め
、
世
界

各
国
に
提
供
す
る
国
連
の
政
府
間

機
関
。

2027202720272027

vol.20vol.20

講師
島 昭宏さん
アーライツ法律事務所
代表弁護士
一般社団法人ＪＥＬＦ理事長

※５　日本環境法律家連盟　1996年に設立された環境保護に取
り組む弁護士の団体。「シロクマ訴訟」「沖縄ジュゴン訴訟」「若者気
候訴訟」など環境問題に関わる。

※６　環境保全に関する法律分野の総称。

環境問題を世の中に発信
「憲法ＬＯＶＥ」ロッカー弁護士

　パンクバンド「the JUMPS」のボーカル。大学
時代から環境・人権問題をテーマとする音楽活動
をライフワークとしてきた。しかし、「売れないバ
ンド活動では社会を１ミリも変えられない」とい
う現実に直面。司法試験科目に「環境法」が新設
されたのを機に、42歳で弁護士を目指す。2010
年、48歳で弁護士に。法律を学ぶうちに、憲法
の魅力に取りつかれる。
　2011年に日本初の気候変動訴訟のための「シ
ロクマ弁護団」に参加。東京電力福島第一原発事
故後はエネルギー問題にも注力。現在は音楽活動
を続けながら「気候正義訴訟」の弁護団代表とし
て、環境問題や原発問題を社会へ提起し続けてい
る。

気候正義訴訟とは
　消極的な気候変動政策により平穏生活権（気候
享受権）などの人権が侵害されたとして、国に対
して損害賠償を求める訴訟。全国から原告を募り、
2025年12月、東京地裁に一次提訴。2026年４
月に二次提訴を行った。集まった原告数は計906
人にのぼる。

一人ひとりの小さなアクションが
　　気候危機を止める大きなうねりに

※

１

※

２

※

４

※

３

※５

※6

あなたも原告になりませんか。
詳しくはコチラから→

2
0
2
5
年
に
一
次
提
訴
し
た
、
島

さ
ん
が
弁
護
団
代
表
を
務
め
る「
気

候
正
義
訴
訟
」の
原
告
団
。

2027カーボンニュートラル学習会 主催：グリーンコープ共同体 ２０２６年６月１７日 会場：福岡市 参加人数：１１１人（オンライン含む）
 （2026 年 9月 1日）  第 515 号  （6）共 生 の 時 代



マ
イ
ク
ロ・ナノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

　

暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
素
材
と
し
て
身
近
に
あ
ふ

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
近
年
は
直
径
５
㎜
以
下
と
い

う
微
小
な
サ
イ
ズ
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ナ

ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
、
総
称
し
て
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
）

に
よ
る
環
境
汚
染
や
生
物
へ
の
影
響
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
19
日
、「
有
害
化
学
物
質
か
ら
子
ど
も
を
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
子
ど
も
ケ
ミ
ネ
ッ
ト
）」
の
年
次
総

会
と
記
念
講
演
会
が
、
東
京
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ら
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
岐
阜
大
学
大
学
院
教
授
の
下
畑

享
良
さ
ん
が
、Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
の
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
最
新
の
科
学
情
報
に
基
づ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
講
演
要
旨
と
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
削
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

有害化学物質から子どもを守るネットワーク（子どもケミネット）年次総会 記念講演会

私
た
ち
の
身
体
に
忍
び
寄
る

マ
イ
ク
ロ・ナノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

有
害
化
学
物
質
か
ら
子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

子
ど
も
の
発
達
・
健
康
に
有
害
な
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
研

究
・
対
策
の
最
前
線
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
立
法
、
行
政
に
対
し
て
必

要
な
対
策
の
実
施
を
働
き
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
３
年

４
月
に
発
足
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
16
会
員

生
協
と
共
同
体
も
加
盟
。

記
念
講
演

マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
危
険
性

全
身
の
組
織
に
入
り
込
み

蓄
積
す
る
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ

Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
に
は
、
化
粧
品

や
柔
軟
剤
に
入
っ
て
い
る
マ

イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
な
ど
意
図
的

に
作
ら
れ
た
も
の
の
ほ
か
、

化
学
繊
維
や
タ
イ
ヤ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
が
劣
化
・
破
砕
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
素
材
の
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
や
、
び
ん
入
り
飲
料
の
キ

ャ
ッ
プ
裏
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

シ
ー
ル
か
ら
も
溶
出
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ

り
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
電
子

顕
微
鏡
で
も
観
察
が
難
し
い

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
こ
の

１
〜
２
年
で
あ
る
程
度
観
察

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
は
、
飲
み
も
の

や
食
べ
も
の
、
大
気
な
ど
を

通
し
て
、
主
に
口
や
鼻
か
ら

体
内
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
医
療
行
為
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
医
療
機
器
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
込
ま

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
肝

臓
や
腎
臓
な
ど
多
く
の
臓
器

か
ら
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
、
医
学
雑
誌

N
ature M

edicine

に
、
脳

か
ら
、
肝
臓
や
腎
臓
の
10
倍

教授 下畑 享良さん

岐阜大学大学院
医学系研究科
脳神経内科学分野

しもはた　たかよし

し
も
は
た

た
か
よ
し

以
上
の
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
が
検
出
さ

れ
た
と
い
う
論
文
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
脳
は

血
液
脳
関
門
と
い
う
バ
リ
ア

に
守
ら
れ
て
お
り
、
血
管
の

中
に
あ
る
物
質
が
脳
の
中
に

簡
単
に
は
入
ら
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
何

ら
か
の
経
路
で
血
液
脳
関
門

を
越
え
て
脳
に
到
達
し
、
蓄

積
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。　ま

た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
に
は
、
原
料
と
な
る
ポ
リ

マ
ー
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
学

物
質
が
添
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
発
が
ん
性
物
質

や
神
経
毒
性
物
質
、
環
境
ホ

ル
モ
ン
な
ど
有
害
な
も
の
も

多
く
、
体
内
に
侵
入
し
て
高

濃
度
で
脳
に
蓄
積
し
た
り
、

細
胞
膜
を
通
過
し
て
細
胞
そ

の
も
の
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

脳
血
管
障
害
や
認
知
症
な
ど
の

新
た
な
リ
ス
ク
要
因
に

２
０
２
４
年
に
報
告
さ
れ

た
研
究
に
よ
る
と
、
イ
タ
リ

ア
の
２
つ
の
施
設
で
、
頸
動

脈
の
プ
ラ
ー
ク
（
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
沈
着
物
）
を
取
り

除
く
手
術
を
受
け
た
２
５
７

人
の
う
ち
、
１
５
０
人
（
58

％
）
の
プ
ラ
ー
ク
か
ら
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
が
、
31
人
（
12
％
）

か
ら
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ

が
検
出
さ
れ
た
人
で
は
、
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
人
に
比
べ
、

心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、
死
亡

の
い
ず
れ
か
が
起
こ
る
リ
ス

ク
が
約
4.5
倍
高
か
っ
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
２
０
２
４
年
の
中

国
の
論
文
で
は
、
全
身
の
様

々
な
血
栓
か
ら
も
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ

が
検
出
さ
れ
、
そ
の
濃
度
が

高
い
人
ほ
ど
脳
卒
中
の
重
症

度
が
高
く
な
る
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２

５
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
の
疫
学
研
究
で
は
、
沿
岸

地
域
の
中
で
も
海
水
中
の
Ｍ

Ｎ
Ｐ
ｓ
濃
度
が
高
い
地
域
ほ

ど
、
冠
動
脈
疾
患
、
脳
卒
中
、

２
型
糖
尿
病
の
有
病
率
が
高

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
脳
や
脳
脊
髄
液

内
に
あ
る
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
と
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
と
の
関
係
を
示
唆

す
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。

乳
・
胎
児
期
か
ら
始
ま
る

Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
へ
の
曝
露

２
０
２
５
年
に
発
表
さ
れ

た
論
文
で
は
、
乳
児
は
成
人

の
10
倍
以
上
の
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
を

摂
取
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
母
乳
や
粉
ミ
ル
ク
か

ら
、
あ
る
い
は
哺
乳
瓶
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
か
ら

の
摂
取
を
は
じ
め
、
ハ
イ
ハ

イ
で
床
を
触
っ
た
り
、
何
で

も
口
に
運
ぶ
た
め
曝
露
す
る

機
会
が
多
い
こ
と
、
成
人
と

比
べ
て
体
重
あ
た
り
の
曝
露

量
が
多
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

臓
器
が
発
達
す
る
こ
の
時
期

に
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
に
曝
露
す
る
と
、

臓
器
の
発
達
に
影
響
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
胎
盤
や
臍
帯
血
、

羊
水
や
胎
便
か
ら
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
検
出
さ
れ

た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

母
体
が
摂
取
し
た
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
胎
盤
を
通

過
し
て
胎
児
に
移
行
す
る
こ

と
で
、
す
で
に
胎
児
期
か
ら

曝
露
が
始
ま
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
予
防
原
則
に

基
づ
き
、
妊
娠
期
や
乳
児
期

の
曝
露
を
減
ら
す
工
夫
が
必

要
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
を

減
ら
す
た
め
に

か
つ
て
人
類
の
発
明
の
象

徴
で
あ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
、
今
や
「
見
え
な
い
毒
」

と
し
て
脳
や
血
管
に
静
か
に

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
実
を
ま
だ
認
識
し
て
い

な
い
人
も
多
く
、
医
療
者
は
、

最
前
線
で
そ
の
リ
ス
ク
を
見

極
め
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス

を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｍ
Ｎ
Ｐ
ｓ
の
摂
取
を
減
ら

す
た
め
に
、
個
人
で
で
き
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
社

会
全
体
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削

減
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

グリーンコープの
プラスチック削減の取り組み
環境のために、そして子どもたちの
未来のために、グリーンコープは設
立当初から、商品の容器・包材に
プラスチックをできるだけ使わない
ことを基本とし、容器・包材のリユ
ース・リサイクルに取り組んできまし
た。環境配慮型包材への切り替え
も積極的に進めています。

牛乳や調味料などの容器には、プラスチックで
はなくガラスびんを使用していま
す。リユースびんは使用後に回
収し、洗浄後に再びグリーンコー
プのびんとして利用します。ガラ
スびんは環境ホルモンや化学物
質が溶出する心配もなく、中身
の品質を守ります。

グリーンコープの商品を利用する、
使用後の容器やトレーを返すなど、
組合員一人ひとりの小さな行動が、
プラスチック削減につながっていま
す。

びんのリユース
肉などのトレーを使用後に回収し、新しいトレー
の原料として再生利用するグリーンコープ独自
の循環型リサイクルシステムです。新しい原料
だけで作るよりも、使用するプラスチックの量
を減らすことができます。
グリーンコープのトレーは
環境ホルモンの心配がない
原料で作られています。

トレー toトレー
商品の包材に、サトウキビの搾りか
すやトウモロコシなどのバイオマス
原料、再生原料を使用し、さらにこ
れまでより包材の厚みを薄くするこ
とで、プラスチック使用量の削減を
進めています。

マークの数字は、環境に配慮した原料
が使用されている割合を示しています。

環境配慮型包材への切り替え

商品の配達に使った仕分け袋を回収して原料に
戻し、再び仕分け袋として再生利用するグリー
ンコープ独自の循環型リサイク
ルシステムです。新しい原料だ
けで作るよりも、使用するプラ
スチックの量を減らすことがで
きます。

袋to袋
グリーンコープのたまごの容器は、プラスチッ
ク製ではなく、古紙（雑誌や新聞など）を原料
に作ったモウルドパックです。
空になったモウルドパックは
回収して原料に戻し、たまご
トレーや段ボールなどの紙
製品にリサイクルしています。

たまご容器（モウルドパック）のリサイクル

このマークが目印！

マイクロプラスチック・ナノプラスチックの
特徴と毒性

サ イ ズ ５ｍｍ以下（１μｍ以上） １μｍ未満
　

プラスチックポリマー
＋添加された化学物質

製造時点で５ｍｍ以下に
加工されたものと、摩耗や
分解によって生成されたも
のがある

プラスチックポリマー
＋添加された化学物質

特 徴

吸 収

マイクロプラスチック ナノプラスチック

吸収される より吸収されやすい
通常は消化管内にとどまる さまざまな臓器に蓄積し

うる
消化管を物理的に詰まらせ
たり、吸着した有害物質を
体内に移行させる可能性

サイズが小さく、細胞膜を
通過し、より深刻な細胞レ
ベルの影響を及ぼす可能性

体内動態

毒 性

当日資料より一部加工して掲載

※μｍ＝マイクロメートル。１μｍは１ｍｍの１０００分の１

さ
い
た
い
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疲労回復ビタミンと呼ばれるビタミンB1が、牛
肉・鶏肉の１０倍近く含まれる。脂質の代謝をサ
ポートするビタミンB2、タンパク質の代謝をサ
ポートするビタミンB6も豊富。

筋肉や皮膚、血液など、人の体をつくるために
欠かせないタンパク質を豊富に含む。

貧血を防ぐ鉄の他、成長期に必要な亜鉛も豊
富。

2026年6月の実績
国産のものを食べる

2026年6月の実績

2026年6月分（回収率）

リサイクル回収量

びんの利用数 モウルドパック利用数

+

+

CO₂削減量 715トン

35，760，042円 1,686,675円

牛乳びん 

402,172本
リユースびん

239,970本
モウルドパック

592,292パック

トレー

6,711kg
仕分け袋

4,994kg
カタログ

325,630kg

poco

1pocoは100ｇのCO₂削減に相当

リユース・リサイクルデータ

リユースびん

モウルドパックトレー

カタログ仕分け袋

回収率 68.7％
牛乳びん

回収率100.3％

回収率 99.6％

回収率 75.1％

回収率 66.9％

回収率 18.9％

CO₂削減量

6,172,170円CO₂削減量

グリーンコープアプリをダウン
ロードして、ホーム画面の
元気くんをタップ！

アプリのダウンロードは
ストアからグリーンコープで検索

動作可能バージョン：
12～17.2

推奨バージョン：14
動作可能バージョン：7～15

私のpocoを確認しよう！＝43,618,887円

削減できたCO₂

約 837トン

CＯ₂削減の取り組み

ＥＶ車
導入

マング
ローブ
植林

ドライ
アイス
削減

CO₂を837トン吸収するためには、

杉の木約59,768本が必要です

詳しくは

pocopoco
7,152,008.3

1pocoにつき5円、リユースびんの利用1本につき5円、モウルドパック利用1パックに5円、リサイクルされるトレーなど1kgに5円
地球温暖化ストップのためにグリーンコープが拠出します

2026年6月のみんなのアクション

78トン

43トン

で手に入れよう

国産のものを食べる、容器などを返
す。こんな簡単な１アクションが、
地球を守る大きなアクションにな
ります。

2027年までにCO₂排出０へ
ゼロ

地球の未来を守るのは

あなたの1アクションから！

Vol.158

残暑で疲れた体に、栄養たっぷりの
産直豚肉はいかがでしょうか。豚肉に
は、疲労回復や肌の健康維持に効果
的だと言われるビタミンB1が豊富
に含まれています。
今回は、もりもり食べてカラダが喜
ぶ、こだわりの「産直豚肉」のおいし
さと安心のワケに迫ります。

安心とおいしさのワケを深掘り

豚レモン

こだわりポイント

産直豚肉は安心・安全
誰がどこでどのように育てたかが分かる

部位別の特長

④ヒレ

1.

産直豚肉

　 産直豚ロースうす切３００gを油で炒め、 
　 国産レモンのドレッシング（大さじ3）、
醤油（大さじ1/2）、おろしにんにく（小さじ 
１/２）を合わせたものを加えて、ひと煮立
ちさせる。

産直豚肉は、紅会（福岡県、佐賀県）、綾豚会（宮崎県・鹿児
島県）、清村養豚場（熊本県）の３グループが、一貫した管
理のもと生産しています。

旨みが濃い肉と、
甘みを感じる脂身が
特長。一度食べたら
やみつきに。

豚肉の豊富な栄養に注目！
ビタミンB群

タンパク質

ミネラル

厳選された飼料
主飼料であるトウモロコシ・大豆かすなどは、遺伝子組み
換えの混入を防ぐために生産から流通まで分別管理され
たものを使用しています。しかも、トウモロコシはＰＨＦ
（収穫後農薬不使用）。国産の飼料用米も配合しています。

薬に頼らず健康的に育つ
合成抗菌剤や成長を促すホルモン剤は使用せず、抗生物質
は110日齢頃以降は使用しません。豚にストレスがたまら
ないように、清潔で広めの豚舎で育てています。授乳期間は
一般より長く、母乳を中心に育てることで、病気になりにく
く、健康的に成長します。

グリーンコープは、生産者と豚1頭をまるごと引き取る契約をしています。
それぞれの部位に合う料理で、様々な部位をバランスよく食べましょう。

最も柔らかい部位。タンパ
ク質が多めで、低脂肪なが
らビタミンB1や鉄は部位
の中で最も多く含まれる。

②肩ロース
バランスよく脂が入り、豚
肉の中でもジューシーで
柔らかい部位。旨みとコク
が感じられる。

③ロース 料理に最適な厚みの肉が
そろっています

これからも
おいしい豚肉をつくり続けます

紅会（佐賀県武雄市）
副会長　川口 尚幸さん

産直豚生産者
くれないかい

【しゃぶしゃぶ用】
　　　スライス厚1.2㎜程度

【うす切】 
　　　スライス厚2㎜程度

【スライス】 
　　　スライス厚2.5㎜程度

【しょうが焼用】 
　　　スライス厚4㎜程度

適度な脂を含み、きめが細
かく柔らかい部位。しゃぶし
ゃぶやとんかつで、豚の旨み
をストレートに味わえる。

⑤バラ
豚肉の中でも特に脂が多い
部位。ジューシーで脂の旨
みが存分に味わえるので炒
め物や煮込み料理などに。

⑥モモ
比較的低脂肪でヘルシー
な部位。あっさりとした味
わいで、カロリーコント
ロールにもおすすめ。

食べたらわかる、
　　　　豚肉の「おいしさ」

長期飼育でうま味アップ

2.

産直豚は180～210日とゆっくり飼育（一
般的な飼育日数は170～180日）していま
す。長く育てることで、うま味成分のイノシン
酸が増え、おいしい肉質に仕上がります。特
に脂身はとろけるような食感で、甘みが感じ
られます。

おいしさにつながる配合飼料

現在、豚ロースの在庫がたくさんあります。ぜひご利用ください！

トウモロコシ、大豆かす、大麦、飼料用米などの
植物性の飼料を多く与えることで、豚肉特有の
くさみを抑え、すっきりとした癖のない風味に
仕上がります。

産直豚ロースうす切 300g

　グリーンコープと取引を始めて２５年になります。現在
は、子豚から母豚まで6000頭ほどを育てています。
　紅会では、飼料が肉質や色、風味、味にどのような影
響を与えるか検証を行っています。大麦が脂身の透明
感や肉のおいしさに影響することが分かり、独自に飼料
を配合して豚に与えています。くさみのないおいしい豚
肉になります。
　最近の猛暑で豚の体調管理が大変です。豚1頭当た
りの飼育面積は一般よりも広く、風通しも良いのです
が、夏場のファンは欠かせません。朝は５時から敷地内
の見回りを行い、豚の様子を観察します。
　飼料の高騰や電気代の値上げなど、経営は厳しさを
増すばかりですが、グリーンコープの組合員さんとの出
会いや、お
いしく食べ
てもらって
いることに
力をもらっ
ています。

カタログをチェック！
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